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みんなで行進！消防出初式

未来をひらき　人もまちも　いきいき輝く　平生

■国民年金からのお知らせ（Ｐ２）

■個人住民税に対する

前納報奨金制度廃止のお知らせ（Ｐ３）

■町長室の窓（Ｐ４）

■まちの話題（Ｐ５～７）

■情報伝言板（Ｐ12～13）

主な内容

◇発行：平生町役場　〒742-1195 山口県熊毛郡平生町大字平生町210番地の1 Tel 0820（56）7111<総務課>

１月４日、県下で最も早い、平生町消防出初式が行われました。
町道桜町線では、消防団や自衛消防隊、大野地区女性防火クラ

ブ、幼年消防クラブ（写真）の約300人による観閲行進が行われ、
消防車などの車両隊とともに、勇壮な姿を披露しました。
その後、町体育館で行われた式典では、消防団員表彰などが行

われ、式典終了後の大内川排水機場での消防団一斉放水により、
消防出初式行事が締めくくられました。
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国民年金からのお知らせ

■問合せ先 徳山年金事務所（旧徳山社会保険事務所） Tel０８３４（３１）２１５２

町役場町民課　保険年金班　Tel（５６）７１１３

国民年金保険料の納付には、現金（納付書）のほかに、口座振替により納める方法があります。

口座振替を利用されますと、保険料が自動的に引き落しとなり、金融機関やコンビニエンスストアな

どに納めに行く手間が省けるうえ、納め忘れもなくとても便利です。

また、口座振替には、当月分の保険料を当月末に引き落とさせていただくことにより月々50円割引

される早割制度や、現金納付よりも割引額が多い１年前納や６カ月

前納もありお得です。

口座振替をご希望の人は、納付書または年金手帳、通帳、金融機

関届出印を持参のうえ、ご希望の金融機関または年金事務所（旧社

会保険事務所）までお申し込みください。「１年前納」および上半

期の「６カ月前納」の手続きは、２月末が期限です。

なお、クレジットカードで納めることもできます。

●学生納付特例の期間は、４月～翌年３月までです

20歳以上の学生で保険料を納めることが困難な場合、申請をして承認されると、在学期間中の保険

料の納付が猶予される学生納付特例制度があります。

申請により承認される期間は、４月から翌年３月までとなり、毎年申請が必要です。

※前年の所得から社会保険料控除額等を控除した後の金額が、118万円＋扶養親族等の数×38万円以下のとき。

学生証（コピー可）または在学証明書・年金手帳・印鑑

●国民年金保険料の納付は、口座振替がお得です

大学（大学院）・短大・高等学校・高等専門学校・専修学校・各種学校（修業年限が１年以上の

課程に在学している人に限ります）などに在学する20歳以上の学生で、本人の所得が一定額以下

の人が対象となります。また、夜間・定時制課程や通信制課程の学生も含まれます。

◇対象となる学生

◇手続きに必要なもの

学生納付特例の期間は、年金を受け取るために必要な受給資格期間に算入されますが、年金額

には算入されません。

学生納付特例の承認を受けた月から10年以内であれば、保険料をさかのぼって納める（追納）

ことができますので、満額の老齢基礎年金を受けるためにも忘れずに納めましょう。ただし、承

認を受けた年度から翌々年度を過ぎると、当時の保険料額に加算額が上乗せされます。

◎継続申請

平成21年度に学生納付特例の承認を受けられ、申請にて在

学予定期間を記入し、翌年度以降も在学見込みの人については、

年度末（３月ごろ）に次年度の案内が届きますので、同封のハ

ガキに記入し、返送することで申請の手続きができます。

※

◆満額の老齢基礎年金を受け取るために、追納しましょう
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●前納報奨金制度とは

税収の早期確保と納税意識の向上を図ることを目的として創設された制度です。第１期の納期内に、

当該年度の税額の全額を納付した場合にのみ報奨金を交付し、納付税額は、前納報奨金を差し引いた金

額を納付することとなります。

●制度廃止の主な理由

個人住民税を給与または年金から天引きされている人については、この制度の適用がなく、この制度

の恩恵を受ける人との税負担の公平性を保つために制度を廃止します。

平成22年度から、個人住民税に対する前納報奨金制度を廃止することとなりました。

（固定資産税については、これまでどおり前納報奨金制度を継続します。）

個人住民税に対する
前納報奨金制度廃止のお知らせ

■問合せ先 町役場税務課　Tel（56）7114

個人住民税に対する前納報奨金制度は廃止しますが、これまでと同様に納付書または口座振替により

一括納付ができます。

◇個人住民税を口座振替で一括納付（全期前納）されている人へ

これまで、個人住民税を口座振替により第１期に一括納付されている人については、３月初旬ごろ個

別に「口座振替確認書」を送付して、今後の納付方法についてお尋ねします。みなさんのご協力をお願

いいたします。

平成22年 春季全国火災予防運動

～ 火の用心 ７つのポイント ～

①家のまわりに燃えやすいものを置かない

②寝タバコやタバコの投げ捨てをしない

③天ぷらを揚げるときは、その場を離れない

④風の強いときは、たき火をしない

⑤子供には、マッチやライターで遊ばせない

⑥電気器具は正しく使い、たこ足配線はしない

⑦ストーブには、燃えやすいものを近づけない

「消えるまで　ゆっくり火の元　にらめっ子」 ３月１日月～７日日

～地域のみなさんと消防のつどい～

●日時・場所

３月１日月～３月７日日 ゆめタウン柳井１階

３月８日月～３月14日日 メガマート平生店

※平成21年に募集した火災予防作品のうち金賞作

品29点を展示します。

火災予防優秀作品展

防火フェスタ２０１０

●日時　３月６日土 午前10時～正午

●場所　柳井市南町　ゆめタウン柳井駐車場

●主催　柳井地区広域消防組合

●内容

◇アトラクション

柳井地区広域消防音楽隊による演奏／「龍吐水」

による放水展示／幼年消防クラブによる防火演

技／防火もちまき

■問合せ先 柳井地区広域消防組合　予防課　Tel（２３）７７７４

◇展示・体験コーナー

住宅用火災警報器の展

示／防炎製品の展示／消

火器取り扱い体験／煙体

験／はしご車の体験乗

車／ぜんざいのサービス

（先着200名様）
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。
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ぶ
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。
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双
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岡
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鶏
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鶏
」
は
、
中
国
の
古
典
に

由
来
す
る
言
葉
。
ま
る
で
木
彫
り

の
闘
鶏
の
よ
う
に
、
相
手
を
見
て

も
興
奮
し
た
り
、
虚
勢
を
張
っ
た

り
せ
ず
、
何
事
に
も
動
じ
な
い
、

泰
然
自
若
と
し
た
無
心
の
境
地
こ

そ
が
最
強
の
姿
と
説
い
て
い
ま
す
。

安
岡
氏
か
ら
こ
の
話
を
聞
い
た

双
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鶏
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双
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。
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鶏
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が
い
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。
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は
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だ
け
!?
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な
り
か

ね
ま
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ん
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こ
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こ
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す
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、
こ
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、
ジ

ュ
ニ
ア
の
育
成
に
本
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を
入
れ
て

も
ら
い
た
い
も
の
。
新
し
い
時
代

の
「
坂
の
上
の
雲
」
を
め
ざ
す
若

者
の
登
場
を
期
待
す
る
や
切
　
　

私
も
、
手
の
ひ
ら
に
そ
っ
と
「
木

鶏
」の
２
文
字
を
書
い
て
み
る
…
。

No. 97

町民課の
窓口延長サービス

●毎週金曜日、町民課の窓口は午後６時30分まで（年末年始、祝日を除く）
●交付できるもの：住民票の写し、戸籍謄抄本、印鑑登録証、印鑑証明書

※戸籍について、古い戸籍（除籍・原戸籍）は除く
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児童クラブは、保護者が就労など

で不在の家庭に代わって、小学校低

学年児童を下校後一定時間お預かり

するところです。

指導員が見守りながら、家庭で過

ごすのと同じように、宿題をしたり、

おやつを食べたり、友だちと遊んだ

りします。

●入会対象者

小学１～３年生で、下校後家庭外

労働や病気などで保護者不在の家

庭。（障害のある児童など入会が必

要と認められた場合は６年生まで）

●開設場所および定員

・平生児童クラブ：100人

（平生中央児童館）

・佐賀児童クラブ：20人

（佐賀保育園２階）

●開設日時

・４月１日～翌年３月31日（日曜祝

日、12月29日～１月３日を除く）

授業終了後～午後５時30分

【土曜日・長期休業中（春・夏・冬休

み）は午前９時～午後５時30分】

※就労時間や通勤の都合などで、延

長保育を希望の人は、午前８時

30分～午後６時までお預かりし

ます。

●負担経費 １カ月3,500円

（保育料2,000円、おやつ代1,500円）

●申込期限 ３月１日月

●申込場所

町役場健康福祉課こども班、

佐賀出張所

※必要書類（就労証明書など）は申

込場所にあります（町ホームペー

ジからダウンロードも可能）。

●その他

定員以上の申し込みがあった場

合、低学年・母子家庭・障害のある

児童から優先入会とし、３年生は抽

選とします。

延長保育を希望される人は、別途

延長保育の申し込みが必要です。

■問合せ先

町役場健康福祉課Tel（56）7115

「

木

鶏

」

も

っ

け

い

！
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【平生町観光キャッチフレーズ】“キラメキの瀬戸の眺めにおいでませ　明日は歴史と会える町”

大
星
山
で
初
日
の
出

元
日
の
早
朝
、
大
星
山
山
頂
で
は
、
今
年
も
「
初
日
の
出
を
迎

え
よ
う
」
（
大
星
山
で
初
日
の
出
を
迎
え
る
会
主
催
）
が
行
わ
れ
、

大
星
山
で
初
日
の
出
を
見
よ
う

と
、
町
内
外
か
ら
た
く
さ
ん
の
人

が
集
ま
り
ま
し
た
。

当
日
は
、
あ
い
に
く
の
曇
り
空

で
し
た
が
、
日
の
出
時
刻
の
７
時

13
分
ご
ろ
、
少
し
ず
つ
明
る
い
光

が
見
え
始
め
る
と
、
多
く
の
参
加

者
か
ら
歓
声
が
沸
き
上
が
り
ま
し

た
。山

頂
で
は
、
ぜ
ん
ざ
い
や
あ
ま

が
ゆ
も
ふ
る
ま
わ
れ
、
冷
え
た
体

を
温
め
て
い
ま
し
た
。

各地区で「どんど焼き」
１月11日、町スポーツセンターでは、平

生町まち・むらふるさとづくりの会や老人ク

ラブ、子ども会などによるどんど焼きが行わ

れ、竹で組んだやぐらの中に、しめ縄飾りや

門松などを入れて燃やし、今年の健康を願い

ました。

また、１月９日にも曽根や大野、宇佐木、

佐賀など町内各地区で、どんど焼きが行われ

ました。

七
草
の
つ
ど
い

△写真は平生まち・むら地区

七
草
・
薬
膳
料
理
（
七
草
の
つ
ど
い
）
が
、
１
月
15
日
、
大
野

公
民
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

年
末
年
始
に
疲
れ
た
胃
を
休

め
、
消
化
に
よ
い
七
草
が
ゆ
な

ど
薬
膳
料
理
を
学
ぼ
う
と
、
薬

膳
料
理
研
究
会
員
の
指
導
の
も

と
、
参
加
者
は
薬
膳
料
理
の
効

能
を
教
わ
り
な
が
ら
、
七
草
が

ゆ
や
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
の
く
る
み

ソ
ー
ス
か
け
な
ど
７
品
を
作
り

ま
し
た
。

調
理
の
後
は
、
１
年
の
健
康

を
祈
り
な
が
ら
、
出
来
上
が
っ

た
七
草
・
薬
膳
料
理
を
み
ん
な

で
お
い
し
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。

周南駅伝競走大会

◆団体賞 中学校の部（５チーム出場）

第２位　平生中学校（2ﾟ10'47）

◆区間賞 中学校の部（以下平生中学校）

第４区　末次　慶太（18'47）

第５区　古田慎之介（14'18）

第９区　友田　圭翔（20'03）

１月17日、平生町をスタート・ゴールと

する第59回平和記念周南駅伝競走大会が開

かれました。

参加した28チームの選手は、町体育館前

を出発し、柳井市、田布施町、光市を通過

して、ゴールの平生町スポーツセンターま

で、総距離38・５キロをタスキをつないで

競いました。

平生町内の出場チームの主な結果は次の

とおりです。（敬称略）
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●
山
口
県
消
防
協
会
長
表
彰
お

よ
び
平
生
町
長
表
彰

◇
退
職
消
防
団
員
感
謝
状

正
内
　
篤
（
前
第
６
分
団
部
長
）

礒
部
克
則
（
前
本
部
班
長
）

●
山
口
県
消
防
協
会
長
表
彰

◇
功
績
章

藤
本
　
悟
（
第
９
分
団
分
団
長
）

横
山
　
仁
（
第
８
分
団
分
団
長
）

◇
永
年
勤
続
消
防
団
員
表
彰

【
勤
続
40
年
】

赤
道
良
雄
（
第
４
分
団
分
団
長
）

【
勤
続
30
年
】

小
西
靖
雄
（
第
３
分
団
副
分
団
長
）

【
勤
続
20
年
】

青
木
昭
一
（
第
８
分
団
部
長
）

弘
田
靖
英
（
第
３
分
団
班
長
）

後
山
正
男
（
第
３
分
団
班
長
）

梅
城
英
明
（
第
５
分
団
班
長
）

礒
部
喜
行
（
第
９
分
団
班
長
）

河
内
邦
治
（
第
９
分
団
班
長
）

吉
　
秀
和
（
第
９
分
団
班
長
）

守
田
龍
生
（
第
９
分
団
班
長
）

田
坂
孝
友
（
本
部
班
長
）

国
広
力
吉
（
第
９
分
団
団
員
）

河
内
山
宏
充
（
第
９
分
団
団
員
）

田
中
博
通
（
第
９
分
団
団
員
）

中
島
直
人
（
第
９
分
団
団
員
）

伊
本
浩
昭
（
第
９
分
団
団
員
）

【
勤
続
10
年
】

武
田
　
晃
（
第
７
分
団
団
員
）

森
岡
靖
公
（
第
９
分
団
団
員
）

平
成
22
年

平
生
町
消
防
出
初
式

式
典
で
行
わ
れ
た
消
防
団
員
表

彰
の
受
賞
者
は
、
次
の
と
お
り
で

す
。〈
敬
称
略
〉

△県消防協会功績章を受ける藤本さん

●
平
生
町
長
表
彰

◇
永
年
勤
続
消
防
団
員
表
彰

【
勤
続
25
年
】

北
野
正
和
（
副
団
長
）

村
田
眞
作
（
第
６
分
団
分
団
長
）

脇
村
克
則
（
第
６
分
団
副
分
団
長
）

叶
本
　
章
（
第
８
分
団
副
分
団
長
）

中
島
邦
夫
（
第
９
分
団
副
分
団
長
）

木
舩
雅
浩
（
第
７
分
団
部
長
）

【
勤
続
15
年
】

河
本
和
雄
（
第
８
分
団
班
長
）

森
重
　
基
（
第
８
分
団
班
長
）

安
村
信
幸
（
第
８
分
団
班
長
）

今
村
成
利
（
第
１
分
団
団
員
）

上
野
博
文
（
第
５
分
団
団
員
）

藤
井
洋
巳
（
第
５
分
団
団
員
）

奥
村
光
宏
（
第
５
分
団
団
員
）

中
村
　
弥
（
第
７
分
団
団
員
）

１
月
４
日

式
典
会
場：

町
体
育
館

平成22年 成人式

１月10日、平成22年成人式が

武道館で開かれ、新たに126人

が成人を迎えました。

式典では、町長による式辞や

来賓祝辞などに続いて、新成人

を代表して河島大地さん（平生）

と上野かおりさん（平生）が

「20歳の誓い」を述べました。

式典後の集いでは、懐かしい

恩師も招かれ、思い出話をした

り記念写真を撮るなどして、み

んな楽しい時間を過ごしていま

した。

△町道桜町線での観閲行進

△大内川排水機場での一斉放水

△体育館での記念撮影
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【平生町観光キャッチフレーズ】“キラメキの瀬戸の眺めにおいでませ　明日は歴史と会える町”

佐賀小児童の炭焼き体験

佐賀小学校６年生が、大星ふれあい窯での炭焼

き体験学習を行いました。

１月12日、指導者のみなさんに教えてもらい、

まき割りに挑戦して、間伐材を窯の中に運び入れ

る「窯入れ」を体験しました。その後、29日に

完成した炭を運び出す「窯出し」を行い、伝統的

な炭焼きを通して地域の人とふれあい、また、物

を作り出す苦労や喜びを学びました。

少
年
フ
ェ
ン
シ
ン
グ

国
際
大
会
へ

平
生
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
ク
ラ
ブ

の
糸
田
寛
史
く
ん
（
平
生
中
３

年
）
が
フ
ラ
ン
ス
で
行
わ
れ
る

マ
ラ
ソ
ン
フ
ル
ー
レ
２
０
１
０

大
会
に
、
同
じ
く
野
村
翔
太
く

ん
（
同
３
年
）
が
ド
イ
ツ
で
行

わ
れ
る
第
17
回
ケ
ー
ニ
ヒ
杯

に
、
そ
れ
ぞ
れ
少
年
フ
ェ
ン
シ

ン
グ
の
日
本
代
表
選
手
と
し
て

出
場
す
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し

た
。１

月
20
日
、
報
告
の
た
め
指

導
者
の
岡
本
さ
ん
と
と
も
に
町

役
場
を
訪
れ
た
２
人
は
、
山
田

町
長
か
ら
「
い
ろ
ん
な
経
験
を

積
ん
で
き
て
く
だ
さ
い
。
」
と

激
励
を
受
け
ま
し
た
。

平
生
小
で
本
物
の
舞
台
芸
術

１
月
20
日
、
平
生
小
学
校
で
は
、
文
化
庁
の
「
本
物
の
舞
台
芸

術
体
験
事
業
」
と
し
て
、
新
国
立
劇
場
合
唱
団
に
よ
る
公
演
が
行

学
校
安
全
優
良
校
表
彰

消防クラブ指導者表彰

１月６日、佐賀保育園幼年消防クラブ指導者の佐

賀保育園　門脇由紀子園長が、山口県消防クラブ連

合会から優良クラブ指導者表彰を受賞しました。

門脇園長は、昭和62年の幼年消防クラブ発足時

から、指導者として長きにわたり火災予防啓発に尽

力し、幼年消防クラブ育成に努めたことが認められ

たものです。

「
窯
入
れ
」
作
業
を
す
る
児
童

△左から山田町長、窓原校長、高木教育長

１
月
14
日
、
県
庁
で
行
わ
れ

た
第
42
回
山
口
県
学
校
保
健
研

究
大
会
に
お
い
て
、
平
生
小
学

校
が
学
校
安
全
優
良
校
と
し
て

表
彰
さ
れ
、
同
日
、
平
生
小

窓
原
校
長
が
町
役
場
へ
報
告
に

訪
れ
ま
し
た
。

地
域
や
保
護
者
と
連
携
し
た

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル

や
、
学
校
安
全
計
画
の
実
践
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
危
険
予
知
に

対
す
る
訓
練
な
ど
が
評
価
さ
れ

た
も
の
で
す
。

左
か
ら
野
村
く
ん
、
糸
田
く
ん

わ
れ
ま
し
た
。

合
唱
と
と
も
に
体
育
館
へ
入

場
し
て
き
た
同
団
員
は
、
平
生

小
の
校
歌
や
わ
ら
べ
う
た
な
ど

を
歌
っ
た
後
、
低
学
年
と
高
学

年
と
分
か
れ
た
児
童
ら
と
一
緒

に
、
み
ん
な
で
合
唱
を
楽
し
み

ま
し
た
。

後
半
は
、
団
員
に
よ
る
オ
ペ

ラ
合
唱
曲
が
披
露
さ
れ
、
児
童

は
、
本
物
の
舞
台
芸
術
に
身
近

に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
、
楽
し

い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。
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新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
に
つ
い
て

〜

健
康
成
人
お
よ
び
１
歳
未
満
の
小
児
も
対
象
に

〜

平
成
21
年
10
月
中
旬
か
ら
、
優
先
接
種
対
象
者
か
ら
新
型
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
が
開
始
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
１
月
末
か
ら
は
、

接
種
対
象
者
が
拡
大
さ
れ
、
健
康
成
人
お
よ
び
１
歳
未
満
の
小
児
へ
の
接

種
も
開
始
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
す
べ
て
の
人
に
お
い
て
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
可
能
と
な
り

ま
し
た
。

※
す
べ
て
の
人
が
接
種
対
象
と
な
り
ま
し
た
の
で
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に

優
先
接
種
対
象
者
証
明
書
は
、
接
種
時
に
提
示
す
る
必
要
が
な
く
な
り

ま
し
た
。（
年
齢
確
認
が
で
き
る
も
の
な
ど
の
提
示
書
類
は
、
接
種
回

数
を
確
認
す
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
必
要
で
す
。）

◇
所
得
の
少
な
い
世
帯
（
生
活
保
護
世
帯
、
住
民
税
非
課
税
世
帯
）
に
つ
い
て
は
、

ワ
ク
チ
ン
の
接
種
費
用
免
除
が
あ
り
ま
す
。

No.584

とろみがつき、冷めにくいので、寒い日におすす

めです。

《材　料》　４人分

《作り方》

①豚肉は２cmに切る。

②シイタケは食べやすく切り、ゴボウは縦半分に切

って斜め薄切りにし、ニンジンは５mm厚さのい

ちょう切りにする。

③鍋に水（５カップ）と和風出しの素、①、②と酒

を入れて火にかける。アクを取りながら、柔らか

くなるまで煮る。塩、しょうゆで調味する。

④レンコンの皮をむき、すりおろしてすぐ③に加え、

混ぜながらとろみがつくまで煮る。

⑤椀
わん

に盛り、ネギの小口切りを散らす。

豚肉(三枚肉)       100ｇ

生シイタケ ４枚

ゴボウ １/２本

ニンジン １/２本

レンコン 200ｇ

和風出しの素 小さじ１,1/2

酒　　　　　　大さじ２

塩、しょうゆ、ネギ

れんこんのすりおろし椀
わん 接

種
費
用
免
除
証
明
書
を
医
療
機
関
に
持
参
す
る
こ
と
で
、
接
種
費
用
が
免
除
さ

れ
ま
す
。
対
象
者
に
は
、
接
種
費
用
免
除
証
明
書
を
発
行
し
ま
す
の
で
、
事
前
に
保

健
セ
ン
タ
ー
に
て
申
請
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。（
生
活
保
護
世
帯
に
つ
い
て

は
、
医
療
依
頼
証
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。）

な
お
、
申
請
の
受
付
期
限
は
、
３
月
31
日
水
ま
で
と
な
り
ま
す
。

※
こ
れ
ま
で
、
優
先
接
種
対
象
者
で
所
得
が
少
な
い
世
帯
が
対
象
で
し
た
が
、
健
康

成
人
で
所
得
が
少
な
い
世
帯
に
も
対
象
が
拡
充
さ
れ
ま
し
た
。

■
問
合
せ
先

平
生
町
保
健
セ
ン
タ
ー
　
Tel
（
５
６
）
７
１
４
１
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平生町生涯学習推進マスコット
「マナビット」

No. 174

郷
土
芸
能
を
受
け
継
ぐ
心

〜
大
野
神
舞
を
未
来
へ
〜

郷
土
芸
能
大
野
神
舞
保
存
会

昔
か
ら
、
農
耕
地
域
で
あ
っ
た

大
野
の
人
た
ち
の
多
く
に
と
っ

て
、
穀
類
の
選
別
に
欠
く
こ
と
の

で
き
な
い
箕み
の

は
宝
物
で
し
た
。
そ

の
箕
に
似
た
姿
を
見
せ
る
大
野
の

山
を
人
々
は
「
箕
山

み

や

ま

」
と
呼
び
、

頂
上
に
は
敬
神
を
込
め
て
神
武
天

皇
を
奉
り
ま
し
た
。そ
し
て
毎
年
、

大
祭
日
で
あ
る
４
月
３
日
に
は
、

坂
の
細
道
を
登
り
、
礼
拝
し
た
も

の
だ
そ
う
で
す
。

こ
の
よ
う
に
、
箕
山
の
ふ
も
と

の
人
々
は
敬
神
の
念
を
強
く
持
っ

て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

そ
し
て
、
神
に
感
謝
の
気
持
ち
を

捧
げ
る
た
め
に
と
、
江
戸
時
代
の

末
ご
ろ
、
今
の
田
布
施
町
に
伝
わ

っ
て
い
た
「
大
波
野
神
舞
」
を
見

習
い
、
苦
し
い
修
練
を
経
て
神
領

神
舞
と
し
て
完
成
さ
せ
た
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
こ
の
神

舞
は
毎
年
、
大
野
八
幡
宮
の
秋
の

例
祭
で
奉
納
し
て
い
ま
し
た
。

第
二
次
世
界
大
戦
後
、
神
舞
は

禁
止
さ
れ
た
た
め
、
神
領
神
舞
も

途
絶
え
て
い
ま
し
た
が
、
昭
和
54

年
に
、
大
野
地
区
に
お
い
て
、
こ

れ
を
復
活
保
存
す
る
話
が
持
ち
上

が
り
、
郷
土
芸
能
大
野
神
舞
保
存

会
が
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

現
在
、
保
存
会
は
大
野
公
民
館

の
サ
ー
ク
ル
と
し
て
、
上
野
光
男

会
長
以
下
20
名
の
会
員
が
、
６
月

〜
11
月
の
毎
週
木
曜
日
の
夜
、
大

野
公
民
館
で
全
員
協
力
の
も
と
、

技
能
の
向
上
に
励
ん
で
い
ま
す
。

神
舞
の
種
類
は
、
１
人
で
舞
う

も
の
か
ら
最
大
10
人
で
舞
う
も
の

ま
で
、全
部
で
14
種
類
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
を
、
公
民
館
ま
つ
り
や
大

野
八
幡
宮
の
秋
祭
り
で
披
露
し
て

い
ま
す
。
昨
年
は
、
大
野
八
幡
宮

式
年
祭
で
も
、
舞
を
奉
納
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

保
存
会
は
今
、
次
の
５
つ
の
こ

と
を
念
頭
に
お
い
て
活
動
し
て
い

ま
す
。

①
神
舞
の
技
能
修
得

②
笛
、
太
鼓
、
鐘
の
技
能
修
得

③
青
少
年
へ
の
伝
承
活
動
の
実
践

④
必
要
に
応
じ
て
の
発
表
会
の
実

施⑤
そ
の
他
必
要
事
項
の
研
修

こ
れ
ら
の
活
動
を
通
し
、
大
野

地
区
に
受
け
継
が
れ
て
き
た
、
敬

神
の
心
と
郷
土
芸
能
を
、
こ
れ
か

ら
も
伝
え
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

神
々
に
捧
げ
る
た
め
の
熱
い
舞

い
で
あ
る
大
野
神
舞
を
、
今
年
も

見
に
来
ま
せ
ん
か
。

■
問
合
せ
先

大
野
公
民
館

Tel
（
５
６
）
２
５
０
４

２月…22日月、28日（日／月末整理日）
３月…１日月、８日月、15日月

《一般書》

《児童書》

ほかならぬ人へ（第142回直木賞受賞作）

白石　一文　著

夢ほりびと

池永　　陽　著

十字架

重松　　清　著　

花世の立春

平岩　弓枝 著　

じぶんの木

松成真理子　絵

富士山にのぼる

石川　直樹　著

にいちゃんのランドセル

城島　　充 著

チームひとり

吉野万理子　作　

デモナータ　10幕

Ｄarren Ｓhan  作

男おひとりさま道

上野千鶴子 著

図書の一部を紹介します。

新着図書の紹介

休館日

図図図図 書書書書 館館館館

だだだだ よよよよ りりりり
「やればできる」

勝 間 和 代　著

自分の経験資産がさらに開花する

感謝のしくみとは？まわりの非難に

めげない技術とは？「みんなで勝た

ないと勝てない

時代」に勝間和

代が贈る自己啓

発書。「やれば

できる」を実現

する勝間式魔法

の７つ道具も紹

介。

平生図書館　Tel（56）2310
【開館時間】午前９時～午後５時15分

△大野八幡宮奉納の様子

△大野公民館まつりでの様子
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多くの人が、携帯電話やパソコンを使ってインターネットを利用し、さまざまなサービスを受けてい

ます。しかし、使い方を誤ったり、危険性を認識していないと、トラブルや犯罪に巻き込まれる可能性

があります。

インターネットに関するトラブルや犯罪から身を守るためには、

【交通安全標語】

●フィルタリングの利用など適切なセキュリティ対策を行う。

●他の人を誹謗
ひ ぼ う

中傷したり、個人名を出しての掲示板などへの書き込みは、

絶対にしない。

●架空請求など不審なメールには注意する。

●ワンクリック契約詐欺被害に遭わないために、不審なサイトを利用しない。

●不正アクセス防止のためにＩＤ・パスワードを適切に管理する。

などに注意して利用してください。

メールやインターネットを上手に使いましょう

子供の手　見れば止まれる　スピードで （平成21年「交通安全年間スローガン」）

子どもを学習塾に通わせるため、塾と契約して授業料を全額

振り込みました。しかし、都合のため中途解約したいのですが、

未利用分の料金は、返還してもらえるのでしょうか。

契約書面を受け取ってから８日以内であれば、無条件で契約

を解除できるクーリング・オフが可能です。また、８日間を過

ぎても学習塾など長期間にわたるサービスの場合、条件はあり

ますが中途解約も可能です。

特定商取引法では、長期間にわたる継続的サ

ービス（特定継続的役務提供）の６業種（エス

テティックサービス・外国語教室・学習塾・家

庭教師派遣・パソコン教室・結婚相手紹介サー

ビス）については、契約書面を受け取ってから

８日以内であれば、クーリング・オフが認めら

れています。

◆◇ワンポイント◇◆

学習塾の中途解約について

相
　
談

ア
ド
バ
イ
ス

また、クーリング・オフ期間を過ぎても、それまでに受けたサ

ービスの対価と一定額以内の解約料を支払えば、理由を問わず中

途解約することができます。

ただし、長期間にわたる高額な契約は、事前にサービス内容や

料金のほか、解約条件などについてもよく確認した上で、慎重に

判断するようにしましょう。

■サイバー犯罪に関する情報提供・相談

サイバー犯罪相談窓口　cyber.soudan@police.pref.yamaguchi.lg.jp

柳井警察署　Tel（２３）０１１０
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〔ミュージックチャイムの曲名〕

６：00 春よ来い　　12：00 平生町の歌　　17：00 夕やけこやけ　　22：00 故郷（ふるさと）

柳井健康福祉センター相談日
〔柳井市古開作／Tel（２２）３６３１〕

●Ｂ・Ｃ型肝炎検査《要予約（前日まで）》

３月10日水 10：00～11：00

●骨髄バンク登録受付（検査）《要予約（前日まで）》

３月10日水 ９：00～10：00

●ＨＩＶ抗体検査・相談《要予約》

※当日検査結果がわかります（１日５人限定）

３月10日水 13：00～15：30

●思春期・ストレス相談《要予約（前日まで）》

３月12日金 10：00～15：00

●心の健康相談《要予約（１週間前まで）》

２月16日火 13：00～14：00

休日や平日夜間の医療案内

■柳井地域休日夜間応急診療所

柳井市中央１丁目５番３号

Tel（２２）９００１（下記診療時間内）

◇診療は、あくまで応急的診療であり、専門的な診

療は受けられない場合があります。

場所：イズミゆめタウン柳井　２階ベビー服売り場前
日時：２月13日土、３月13日土　午後１時～５時
内容：血圧測定、体重･体脂肪測定、健康相談、

乳児･育児相談など

山口県看護協会柳井支部事務局
Tel 0820（78）0310「まちの保健室」

受付時間
毎日 午後７時～10時

Tel＃8000 または Tel083（921）2755（携帯電話も可）

山口県精神科
救急情報センター

Tel0836（58）4455（24時間対応）

こころの救急電話相談

内容：精神病、うつ病など、こころの病気による混
乱した言動・ひきこもり・自殺願望など

内容：15歳未満の子どもの急患や疾病に関すること

平生小学校で１月28日、10歳の節目を迎える４

年生児童の「二分の一成人式」が行われました。

児童は、思い出や将来の夢を発表、「誓いの言葉」

を述べて合奏を披露した後に、日ごろの感謝の気

持ちを込めたメッセージカードを保護者に手渡し

ました。

二分の一成人式

小児救急電話相談

☆完納で育てよう明るい平生町☆

今月の納税【２月】 納期限３月１日

固定資産税　　　　　　第４期
国民健康保険税　　　　第８期
介護保険料　　　　　　第８期
後期高齢者医療保険料　第８期

◎便利な口座振替も利用できます◎
問合せ先　（町税）町役場税務課　Tel（56）7114

（介護保険料）健康福祉課　Tel（56）7115
（後期高齢者医療保険料）町民課　Tel（56）7113
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試
験
・
募
集

お
知
ら
せ

＜ 以下は広告欄です ＞

広報ひらおでは、広告掲載事業による有料広告を掲載しています。

嘱
託
職
員
お
よ
び

臨
時
職
員
登
録
者
の
募
集

町
で
は
、
平
成
22
年
度
の
嘱
託
職

員
お
よ
び
臨
時
職
員
登
録
者
を
募
集

し
ま
す
。

申
し
込
み
希
望
者
は
、
希
望
職
種

を
明
記
し
た
封
筒
に
履
歴
書
（
市
販

の
も
の
で
可
）
を
同
封
の
上
、
２
月

26
日
金
（
必
着
）
ま
で
に
、
町
役
場

総
務
課
ま
た
は
佐
賀
出
張
所
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
（
応
募
資
格
は
、

男
女
を
問
い
ま
せ
ん
。）

◎
嘱
託
職
員

◇
保
育
士
（
若
干
名
）

●
応
募
資
格

保
育
士
資
格
を
所
持
す
る
人

●
勤
務
内
容

保
育
園
ク
ラ
ス
担
任
（
園
児
の
保

育
お
よ
び
書
類
整
理
）

◇
幼
稚
園
代
替
教
諭
（
若
干
名
）

●
応
募
資
格

幼
稚
園
教
諭
免
許
を
所
持
す
る
人

●
勤
務
内
容

平
生
幼
稚
園
教
諭
ク
ラ
ス
担
任

◇
共
通
事
項

社
会
保
険
お
よ
び
雇

用
保
険
に
加
入
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

・
勤
務
時
間

職
員
に
準
じ
ま
す

・
報
酬

月
額
で
月
１
回
支
給

◎
臨
時
雇
用
登
録
者

◇
事
務
補
助
員
（
若
干
名
）

●
応
募
資
格

高
等
学
校
以
上
卒
業
者

●
勤
務
内
容

町
役
場
本
庁
な
ど
で
の
事
務
補
助

（
常
時
勤
務
で
は
な
く
、
登
録
者
と

し
て
各
課
な
ど
で
事
務
補
助
員
が
必

要
な
と
き
に
勤
務
）

●
勤
務
日
・
時
間

原
則
と
し
て
平
日
の
午
前
８
時
30
分

〜
午
後
５
時
15
分

◇
保
育
士
（
若
干
名
）

●
応
募
資
格

保
育
士
資
格
を
所
持
す
る
人

●
勤
務
内
容

園
児
の
増
加
に
よ
り
、
保
育
士
に

不
足
が
生
じ
た
場
合
の
勤
務

●
勤
務
時
間

職
員
に
準
じ
ま
す

◇
給
食
調
理
員
（
若
干
名
）

●
応
募
資
格

意
欲
の
あ
る
人

●
勤
務
内
容

小
・
中
学
校
お
よ
び
保
育
園
の
給

食
調
理

●
勤
務
日
・
時
間

原
則
と
し
て
平
日
の
給
食
が
あ
る

日
（
学
校：

お
お
む
ね
午
前
８
時
〜

午
後
４
時
／
保
育
園：

お
お
む
ね
午

前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
）

農
業
委
員
会
委
員

選
挙
人
名
簿
の
縦
覧

本
年
１
月
１
日
現
在
調
製
の
農
業

委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
を
縦
覧
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
登
録
漏
れ
な

ど
が
あ
れ
ば
縦
覧
期
間
内
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

●
期
間

２
月
23
日
火
〜
３
月
９
日

◇
児
童
ク
ラ
ブ
指
導
員
（
若
干
名
）

●
応
募
資
格

教
諭
免
許
資
格
（
幼
稚
園
、
小
・

中
・
高
等
学
校
）
、
保
育
士
資
格
の

い
ず
れ
か
を
所
持
す
る
人

●
勤
務
内
容

平
生
児
童
ク
ラ
ブ
・
佐
賀
児
童
ク

ラ
ブ
で
、
児
童
へ
遊
び
や
読
書
な
ど

の
指
導

●
勤
務
日
・
時
間

平
日
の
授
業
終
了
後
〜
午
後
６

時
、
土
曜
日
お
よ
び
長
期
休
業
中
の

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
６
時
の
内
の

７
時
間
45
分

◇
幼
稚
園
補
助
教
諭
（
若
干
名
）

●
応
募
資
格

意
欲
の
あ
る
人

●
勤
務
内
容

平
生
幼
稚
園
に
お
け
る
教
諭
の
補
助

●
勤
務
日
・
時
間

月
・
金
曜
日
が
お
お
む
ね
午
前
８

時
30
分
〜
午
後
０
時
30
分
、
火
〜
木

曜
日
が
お
お
む
ね
午
前
８
時
30
分
〜

午
後
２
時
30
分

◇
学
校
支
援
補
助
教
員
（
若
干
名
）

●
応
募
資
格

意
欲
の
あ
る
人

●
勤
務
内
容

平
生
小
学
校
、
平
生
中
学
校
に
お

け
る
教
諭
の
補
助

●
勤
務
日
・
時
間

原
則
と
し
て
平
日
（
週
３
日
）
の

お
お
む
ね
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
０

時
30
分

◇
共
通
事
項

勤
務
形
態
に
よ
り
、
社
会
保
険
お

よ
び
雇
用
保
険
に
加
入
し
て
い
た
だ

く
場
合
も
あ
り
ま
す
。

全
て
の
職
種
に
お
い
て
、
職
員
な

ど
に
不
足
が
生
じ
た
場
合
や
臨
時
に

補
助
員
が
必
要
に
な
っ
た
場
合
に
勤

務
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

・
賃
金

児
童
ク
ラ
ブ
指
導
員
は
月

額
、
そ
の
他
は
時
間
給
で
月
１
回
支
給

■
問
合
せ
先

町
役
場
総
務
課

Tel
（
５
６
）
７
１
１
１

県
立
山
口
高
等
学
校

通
信
制
課
程
生
徒
募
集

●
募
集
定
員

普
通
科：

３
６
０
人

衛
生
看
護
課：

40
人
（
連
携
施
設

在
学
者
な
ど
に
限
る
）

科
目
履
修
生：

制
限
な
し

●
出
願
願
書
受
付
期
間
・
時
間

３
月
24
日
水
〜
４
月
２
日
金
（
３

月
27
、
28
日
、
４
月
１
日
を
除
く
）

午
後
１
時
〜
２
時

●
検
査

出
願
手
続
き
の
た
め
登
校

し
た
日
に
県
立
山
口
高
校
に
て
実
施

（
面
接
・
作
文
）

■
問
合
せ
先

県
立
山
口
高
等
学
校
通
信
制

Tel
０
８
３
（
９
２
２
）
８
５
１
９
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＜ 以下は広告欄です ＞

講
座
・
講
習

イ
ベ
ン
ト

相
　
　
談

小
型
船
舶
操
縦
免
許
更
新
講
習

●
日
時

３
月
６
日
土
　
受
付
　
午

後
５
時
30
分
〜
（
事
前
の
申
込
は
不

要
で
す
）
講
習
開
始
　
午
後
６
時
〜

●
場
所

中
央
公
民
館

●
持
参
品

認
印
（
失
効
ま
た
は
再

交
付
の
場
合
）
、
※
本
籍
地
記
載
の

住
民
票
、
写
真
２
枚
（
４
・
５
cm
×

３
・
５
cm
）
、
免
許
証
、
更
新
中
免

許
証
を
使
用
さ
れ
る
人
は
免
許
証
の

コ
ピ
ー
、
再
交
付
の
場
合
は
運
転
免

許
証
の
コ
ピ
ー
、
近
視
の
人
は
メ
ガ

ネ
な
ど
、
筆
記
用
具

※
コ
ピ
ー
は
顔
が
確
認
で
き
る
も
の

●
受
講
料
（
郵
送
料
含
む
）

小
型
・
更
新：

７
９
０
０
円
、

失
効：

１
６
５
０
０
円

「
税
理
士
記
念
日
」
無
料
税
金
相
談

●
日
時

２
月
23
日
火
　
午
前
10
時

〜
午
後
４
時

●
場
所

ベ
ス
ト
催
事
場（
ア
ル
ク
光
店
横
）

●
相
談
内
容

相
続
税
、
贈
与
税
、

土
地
譲
渡
等
の
譲
渡
所
得
税
、
そ
の

他
税
金
に
関
す
る
無
料
相
談

●
主
催

中
国
税
理
士
会
光
支
部

■
問
合
せ
先

中
国
税
理
士
会
光
支
部

Tel
０
８
３
３
（
７
１
）
１
８
８
３

２
月
は
「
相
続
登
記
は
お
済
み
で
す
か
月
間
」

２
月
は
、
県
下
各
司
法
書
士
事
務
所
に
お
い
て
、
相
続
登
記
に
関
す
る
相
談
を
無
料
で
実
施
し
ま
す
。
最
寄
り
司
法
書
士
事

務
所
と
相
談
日
時
を
調
整
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先
　
山
口
県
司
法
書
士
会
事
務
局

Tel
０
８
３
（
９
２
４
）
５
２
２
０

下
水
道
排
水
設
備
指
定
工
事
店
申
込

平
成
22
年
度
平
生
町
排
水
設
備
指

定
工
事
店
の
申
し
込
み
を
受
け
付
け

ま
す
。

●
申
込
期
間

２
月
15
日
月
〜
３
月
５
日
金

（
土
・
日
曜
日
除
く
）

●
申
込
方
法

定
め
ら
れ
た
申
請
書
（
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
可

能
）
で
、
町
役
場
建
設
課
へ
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

●
指
定
要
件

①
責
任
技
術
者
が
１
名
以
上
専
属
し

て
い
る
こ
と

②
工
事
の
施
工
に
必
要
な
設
備
お
よ

び
器
材
を
有
し
て
い
る
こ
と

③
山
口
県
内
に
営
業
所
が
あ
る
こ
と

④
市
町
税
の
滞
納
が
な
い
こ
と

⑤
平
生
町
排
水
設
備
指
定
工
事
店
規

則
に
定
め
る
第
３
条
第
１
項
第
５

号
の
各
事
項
に
該
当
し
な
い
こ
と

●
指
定
基
準
日

４
月
１
日
木
　

●
指
定
手
数
料

５
０
０
０
円

■
問
合
せ
先

町
役
場
建
設
課

Tel
（
５
６
）
７
１
１
８

■
問
合
せ
先

財
日
本
船
舶
職
員
養
成
協
会
中
国
支
部

Tel
０
８
２
（
２
５
４
）
３
４
１
７

県
内
に
住
所
ま
た
は
勤
務
先
を
有

す
る
中
小
企
業
で
働
く
従
業
員
の
た

め
の
共
済
制
度
で
す
。

死
亡
、
障
害
、
入
院
、
住
宅
災
害

な
ど
に
対
し
て
セ
ッ
ト
で
保
障
さ

れ
、
結
婚
や
出
産
な
ど
に
も
給
付
可

能
で
す
。
ま
た
、
税
法
上
、
事
業
所

が
従
業
員
の
た
め
に
共
済
掛
金
を
負

担
し
た
場
合
は
、
損
金
ま
た
は
必
要

経
費
と
し
て
算
入
で
き
ま
す
。

●
掛
金
（
１
カ
月
１
人
分
）

１
型：

４
５
０
円

２
型：

９
０
０
円

３
型：

１
５
０
０
円

４
型：

２
０
０
０
円

高
齢
者
型：

４
５
０
円

フ
ァ
ミ
リ
ー
型：

５
０
０
円

■
問
合
せ
先

平
生
町
勤
労
福
祉
共
済
会
（
町
役

場
経
済
課
内
）

Tel
（
５
６
）
７
１
１
７

ハ
ー
ト
ピ
ア
共
済

民
事
法
律
扶
助
無
料
法
律
相
談
会

収
入
の
少
な
い
人
を
対
象
に
、
法

テ
ラ
ス
常
勤
弁
護
士
に
よ
る
無
料
法

律
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。
（
事
前

に
電
話
予
約
が
必
要
で
す
）

●
日
時

３
月
25
日
木
　
午
後
１
時

30
分
〜
４
時
30
分
（
定
員
12
人
）
、

３
月
26
日
金
　
午
前
９
時
30
分
〜
正

午
（
定
員
10
人
）

●
場
所

柳
井
市
中
央
公
民
館

●
相
談
内
容

民
事
一
般
の
法
律
相

談
（
刑
事
事
件
は
対
象
外
）

●
申
込
期
間

３
月
１
日
〜
定
員
に
な
り
次
第

■
申
込
み
お
よ
び
問
合
せ
先

日
本
司
法
支
援
セ
ン
タ
ー
山
口
地

方
事
務
所
（
法
テ
ラ
ス
山
口
）

Tel
０
５
０
（
３
３
８
３
）
５
４
９
０

鉄鋼業など　　　　　　　７９５円

電気機械器具製造業など　７２９円

輸送用機械器具製造業　　７７１円

百貨店、総合スーパー　　７１０円

産業別最低賃金

■
問
合
せ
先

厚生労働省山口労働局賃金室
Tel０８３（９９５）０３７２
下松労働基準監督署
Tel０８３３（４１）１７８０

徳
山
動
物
園
50
周
年
記
念
行
事

徳
山
動
物
園
で
は
、
開
園
50
年
を

記
念
し
た
行
事
を
行
い
ま
す
。

●
無
料
開
園

３
月
20
日
土
〜
22
日
月
　
午
前
９

時
〜
午
後
５
時

◇
記
念
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

●
日
時

３
月
22
日
（
月
・
祝
）

式
典：

午
前
11
時
〜
正
午

●
内
容

「
動
物
園
50
年
の
あ
ゆ
み
」

上
映
、
も
ち
ま
き
、
そ
の
他

■
問
合
せ
先

周
南
市
徳
山
動
物
園

Tel
０
８
３
４
（
２
２
）
８
６
４
０

火
　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

●
場
所

①
町
役
場
総
務
課
（
選
挙
管
理
委
員

会
事
務
局
）
※
土
日
は
日
直
（
町

民
課
　
窓
口
に
て
）

②
佐
賀
出
張
所
（
選
挙
管
理
委
員
会

佐
賀
支
所
）
※
平
日
に
限
る
。

■
問
合
せ
先

町
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

Tel
（
５
６
）
７
１
１
１
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平生町民憲章
わたくしたち　平生町民は、ふるさとの美しい自然と歴史をうけつ

ぎ、明るく住みよいまちづくりを目指して、次のことに努めます。
わたくしたち　平生町民は

1 自然を大切にし　環境をととのえ　美しいまちをつくります
1 スポーツに親しみ　きまりを守り　健やかなまちをつくります
1 思いやりと　感謝の心をもち　温かいまちをつくります
1 勤労をとうとび　活力にみちた　豊かなまちをつくります
1 文化を創造し　若い力を育て　伸びゆくまちをつくります　

「広報ひらお」は、環境に配慮した再生紙を使用しています。

平
生
中
学
校
　
宮
本
朋
弥

平
生
中
学
校
　
岩
木
夏
月

「
す
こ
や
か
な
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す
」

ポ
ス
タ
ー
・
標
語

標
語
最
優
秀
作
品

ポ
ス
タ
ー
最
優
秀
作
品

守
り
ま
し
ょ
う

街
の
ル
ー
ル
と

家
庭
の
ル
ー
ル


